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12件（非該当 4 件）、オリエンテーション 5 件（非
該当 2 件）、カンファレンス16件（非該当 9 件）、ビ
















学内実習 2 0 2
学内演習 8 4 4
オリエンテー
ション 3 1 2
カンファ
レンス 7 1 6
ビデオ・DVD 0 0 0



















は母性看護技術演習 4 ）~14）、母性看護の事例展開 4 ）








は、臨地実習前の技術演習 4 ），6 ）~11）や知識の補充 7 ）
~ 9 ），11）、2 日以上の場合は、臨地実習前の事例分析 4 ）


















































































































































































SP を導入した OSCE を行う演習 
OSCE では、1 つのグループ（5 






る SP 設定の必要性と必要な場面、SP 設定場面の
想定、SP との対応場面の認識）を実施。
OSCE での SP 導入に関しては、96.3% が必要で































あり【分娩期】陣痛の観察 45%、産通緩和 38% など、
半分の学生は未実施【産褥期・新生児期】子宮収

































































































実 習 オ リ エ ン
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